
実　績

スポーツ・レクリエーション活動の支援

％ 達成率 89 89

93 93

無

無
資料作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

⑦
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

スポーツ振興課長　海老沢　康子評価日 H28.8.5 評価者職氏名

⑤
成
果

　 項目名 項目説明

成果指標 団員の増加率 今年度団員数÷前年度団員数×100

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

④
実
績

項目名 項目説明

団体活動実績

登録団員数 当該年度の登録人数

登録団体 当該年度の登録団体

現状維持 縮小 終了

H28見込み 将来目標

3,0002,010

1,110

0.00 （（ 人）

目標値 105

5,700

0.00人）

団体の活動費の総額 1,636

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

人

1,739

73 71

≪会計種別≫

補助金支出額予算現額 1,110

③
経
　
　
　
費

一般会計 平成

補助額決算　（見込み含む）

（ 0.00

団体における実施
事業の概要

単位

団体への加盟数

補助開始の背景

71
団体

分野別計画・指針

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ

関連・類似事業

年度 →開始年度 昭和　48

事業コード
スポーツ少年団交付金

平成 28

810417

①事務事業名 部課コード 810400 ℡ 2998－9248

年度事務事業評価表（団体運営費補助用）　　　　　
担
当
部
課終了年度 年度

スポーツ振興課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ スポーツ振興

根拠法令 スポーツ基本法

所沢市スポーツ推進計画、スポーツ少年団補助金交付要綱

体力つくり市民会議交付金事業・レクリエーション協会交付金事業・体育協会交付金事業

基本
方針

1,110

26 年度 （千円）

①スポーツ少年団の育成指導と援助②指導者の育成及び団員リーダーの育成③各種練習や大会及び市主催事業の交
流大会の実施④他市団員との交流

平成 27 年度

自主的なスポーツ・レクリエーション活動を支援スポーツ振興節

団体活動の自主性
自主性は
高い

ある程度
自主的である

自主性は
低い

人）

スポーツを愛好する青少年がスポーツを通じ心身の健全な育成及び鍛錬することを目的に結成した単位スポーツ少年団を、育成･支援するた
めに「所沢市スポーツ少年団」が結成された。この組織が行う事業と組織の充実を図るために、交付金の交付を開始した。

80

20%以下

26

2,187 2,036

Ｈ 将来目標

117

「実績」
縮小図る

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

105

（千円）28 年度

71団体

単位 Ｈ 26

単位

％

②
事
　
業
　
の
　
内
　
容

補助の目的（どのよ
うな効果を目指して
いるか）

交付金の交付を行うことにより、各団体の自主事業及び単位団相互の活性を図るとともに、次代を担う子供たちの健全育成を図る単位スポー
ツ少年団の発展に寄与するため。

Ｈ

（千円） 平成

27

スポーツ少年団は青少年の健全育成を図るとともに、指導者や保護者が積極的に地域に貢献している。団体数・団員数は昨年度より減少したが、当該団体へ
補助・支援を行うことは地域や団員との相互理解を深める上でも有効である。

61%～80% 41%～60% 21%～40%

人 4,186 0.53人

（ 0.00人）

⑥
評
　
　
　
　
価

評
価
項
目

事業費に占める補助金の割合 81%以上

補助の方向性 拡大

評
価
理
由

事業費合計 5,296

正規職員人件費 0.48 4,590

1,110

27Ｈ

H28目標値

105

1,110


